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二瓶先生は2003年3月 を もって定年 で退職 とな られ ま した.先 生 は,1971年 の創価大学 開学以

来,ず うっと草創期の経済学部,そ れ以上 に創価大学全体 の運営 に携 わ ってい らしたわけです.

その二瓶先生がい らっ しゃ らな くなるとい うことで,経 済学部 もい よい よ寂 し くな った とい う思

いが募 って参 ります.

私が創価 大学 に赴任 した時の学部長 は二瓶先生 で した.今 思えば,私 の採用 人事 が起 こった時

分 は,二 瓶 先生 も学部長 にな りたてのほや ほや であったわけで,二 瓶 先生 の学部長 時代 の16年 間

に私 は鍛 えられた とい うこ とに な ります.二 瓶先生の お人柄 は温厚 その もので した.先 生が声 を

荒 げ るのを聞いたこ とが ない とい うのは私一 人ではないはずです.怒 ってす ぐに大 きな声 を出す

私 な どには,学 部長 として理想のお手本 ではないか と思 ってお ります.い つ もに こや かなお顔 で,

私 たちは先生にお会 いす る と本当にほ っ としました.

先生が学部長 をな さっていた16年 間は経 済学部が徐々 に変化 しなければな らない時期 で した.

その間に経済学部 は他 の学部 に率先 して様 々な改革 を行 って きま した.経 済学部 が率先 して何 か

をす ると,必 ず他 学部か ちは批判が出 ま した.し か し,経 済学部 で うま くい ってい るの を見 て,

他学部 も追従 す るのが常 で した.二 瓶 先生 は学部長 として,率 先 してその ような変革 を進 めて こ

られ ました.も し学部長が偏狭 な考 えの持 ち主 であれば,決 して改革は 出来 なか った し,現 在 の

ような経済学部 にはな らなか った と思い ます.ま た,ど のよ うな考 えで も受 け入れていただけ,

現在 の ような誰で もが何 で も言 える とい う経済学部 の雰囲気 も,二 瓶 先生 の ような学部長 が上 に

立たれていたか らこそ出来 たの です.そ の ような二瓶先生が もう傍 に いられ ないのです.

一 時期体調 を崩 されてい らっ しゃいま したが
,だ いぶ 回復 なさったよ うです.ま だ まだ現役 の

学者 として活躍な さる とともに,こ れか らも度々大学 においでに な り,「君 たちの してい るこ と

はまだ まだだよ」 と私 たちに活 を入れて頂 きたい と思 い ます.


